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マヌファクトゥア・ブァブリーク

ラポラトーリウム

(3J1) 1 

]. M ロイクス『商業の体系J(第2版. 1817年〕より一一

渡 辺 尚

I解 題

ドイツにおける産業革命の進展に対応して，マヌファクトゥアや工場等のも

っとも基本的な諸概念がどのように生み出きれ，成熟していったかということ

についてのわれわれの知識は，まだきわめて貧しい。理論的にはたしかに， ド

イツにおいても優に産業革命を見返す時点， 1867年に出版きれた『資本論』第1

部第12章「分業とイニュファグチュア」および第13章「機械と大工業」の両章

によって，相対的剰余価値の生産という視点からの詳細な分析の成果に基〈規

定が与えられてはいる。しかし学術用語と業界(官庁〕用語との訴離の傾向とい

う一般的事情に加えて， ドイツの場合はイギリスやフランスの諸地域で先行す

る産業草命の成果を反映せざるをえない外来語と， ドイツ固有の発展を反映す

る自国語との使い分けという現象も発生して〈るので，用語法は二重に混乱し，

したがってマルクスのそれ自体としてはきわめて整序された用語法を，そのま

ま史料の読解の際に援用するわけにはいかない。ということは，無概念的把撞

を恐れる必要はないということでもなく，また史料に現れる，たとえばマニュ

ファクチュアという詰の表すものの実体が，マルクスの用語法にてらして，範

噂的にはマニュファクチュアではないことを指摘しでも無意味である， という

乙とでもない。一歩踏み ζんで，それが同時代人によりずニュファクチュアと

呼ばれた所以を明らかにすることが，この概念の歴史的奥行きの深さを探るた
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めに，索緒的意義を持つであろう正いうと<cなのである。もちろんマルクスが.

19世釈のドイツばかりではなくイギリスにおいてさえも，マユュファクチュア

や工場の用語法が混乱していたことについて，言及していないわけではない九

とはいえ""ルクス自身の用語法と19世組の諸史料のそれとを対比すると，前

者のもつ，精徹な理論的分析の帰結としてのすぐれて理念型的な性格と，そう

いう高度に抽象的な概念用語を，歴史分析に際してもほとんど保留なしに適用

することを辞さないかれの用語法の特異性とは.否むべくもないのである。で

あればなおのこと，マルクスの理論的成果を一方でふまえながらも，さまざま

の歴史的用語法について，それ自体として再検討してみることが必要であろう。

1) r資本論』第l部，第4篇，第12章L第3節「マニ且ファクチュアの両基本形態ヶ一身種的マ
ニュフアクチェアと有機的マニ品フアグチュアJOj中で. iローマ帝国が遣した水草にあらゆる
機械白基本的元態が認められる」という〈だりに附した註43でマルクスは， i機械の全発達史は
製粉機(場〉の歴史によっ亡辿る ζとができる。基重主主王室は今もなおミル「ミューvlと
堕民主エと互.19世紀初め白数十辛問に出たドイツ需の技摘書では， ミューレという表現が.自
然力でもって運転されるすべての機械ばかりでなし機械装置を用いるすべてDマユュフアクチ

ュアまでも表すために使われている」と述べているロところで下線部分は原書では.Die Fabrik 

heist im Englischen noch mill (Muhle)であるが (Ausg.v. MELI， 1932. Bι 1.， S. 365) 
Samuel Moore & Edward Ave1ing 0)訳ιよる英語版によると， The 印刷工yin Englanu is 

still a “mill" (Progress Publish町宮.M曲。OWVo1. 1.. p. 32めとなっている。原著では， ド
イツ語の Fabrikに当る英語は millである，という意味にとることができるが，英訳では，英

国では(原著でほ，英語では，であることに注意/)工場日ad町 y)のことをエ場。nill)と呼

ぶ，といういささか無理な表現になってしまっているロこ白場合，理論的には factory概念で把

握されるべきものが，実際には millと呼ばれている， 正いう意味に去るほかはなし fac柏町

という用語が工場を君原するものとしては，この時代にはなお抽象的概意用語，あるいはせいぜ

い法律用語に留まっていたことをおのずから強調する結果にな 3ている。

ちなみに， J. Royによる仏訳では，この部分は EnAngletel同九 lafabrique porte encore 
le nom de明叫 (moulin)となっ亡おり，やはり英国では， という表甥に変えられている。な

お興味深いことには，原註にはない次Dようなフランスについての説明抗仏訊には附グ加えら

れている。「フランス語では，ムラーン四oulinという吉葉ま元来穀物の製粉を指すものとして

用いられ，そのことから，一つの外力によって動き，物体にある強度の圧力を加えるすべτの機
械，すなわち粉砕機 rnoulina po出向製紙機 apapIer，皮剥ぎ機 atan，縮融機 afoulon， 

撚糸機 areto同町 le品]融情場 aforge.鋳造機 amonnaie等を表すために使われている」
と (Garnier-Flammarion，Parβ1969， Livre 1. p田3)， マルクスは1875年目プランス語版へ

の控書きで， J ロア白世品尺に自分が手を入れたζ とを述べているりで， フラジス人読者のため
に，この部分はマルクスによって附け加えbれたもののよラである。

なお，日本ではマニュフアクテュアに却してついに訳語が定着しなかった 昭和初年末のマ

ニュフアクチュア論争にもかかわらず/一一ζとは， ζれが世然概音用語にとどまっていること

を示している。このことは，日本におけるZ場制度の晋亙速度にも関係していよう。
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むしろ，現実の多面的で柾余曲折に満ちた工業発展の過程は，マヌファクトゥ

アやファプリ クのその時々の業界用語としての用語法にこそ，一定の屈折を

へながらも反映しているはずであり，実際のところ，そういう用語法に基いて

各種の統計が作成され，あるいは経済事情についての同時代人による記述がな

されている以上，それ自体として一定の資料的価値を持つ用語法の変遷を追跡

することは，工業史分析にとって必要不可欠の準備作業といわなければならな

し、。

以上のような関心から，筆者はすでに，工場概念について1830年代の例をい

ささか検討する機会を持ったが"平稿では JohannMichael Leuchs， System 

des Hand，ιls， Zweyte sehr vermehrtc Ausgabe， Nurnberg 1817， Erster 

Theil， Burgerlichc-Handelswissenschaftの序章の一部と， 第 1章から商品

学 Waarenlehreおよび生産財 Waarenzur Hervorbringung の部分とを，

しかも工業と工場制度に触れている計12節事己資料として訳出してみたい。本

支だけでも通算890ページにわたる本書の，巻頭10ページ程度の一小部分にす

ぎないのではあるが，当時の用語法の一例を示すものとして，小さからぬ資料

価値を持っと判断するからである。

本書の初版はすでに18日4年に刊行され，これは， 1933年にケルY大学のルド

ルフ・ザイフェルト RudolfSeÿffert 編集の『経営学史文献集~ Quellen und 

Studien zur Geschichte der Betriebs叩irtschaftsleh問の第5巻として復刻さ

れた。この初版と第2版との構成を比較すると，初版は 2部から成るが，第2

版では初版第1部第6篇が独立して第2部となり，初版第2部が第3部に回っ

て，全体として 3部構成となり， Vollstandige Handelswissenschaft in drey 

Theilenと銘打たれている。ベージ数も本文が 576ベージから 890ページに大

幅に増え， さらに第3部には 194ベージにもわたる文献目録が追加されてい

る" 乙のうち第1部，第2部は1817年に，第3部は1818年に発行された。な

わ筆者稿「仕事場から「工場」へJW経詰論叢』第116乾第5.6号， 1975年.
め この土献目録は Anleitungzur K四目nisd世 vorzuglichstenBucher uberどenHandel 
山 dsdne HuUs"，同enschufミcnと題されているが，とりわけ商業地理，旅行記 で場古庄.ノ
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お，第3版が1822年に，第4版が著者の没後1839年に発行されたが，本稿では

京都大学経済学部所蔵の初版復刻版と第2版とを利用した。

はじめに訳出部分， ~ 2-~ 5 (S. 1-3)， ~ 18-~ 24 (S. 12-15)， ~ 34 (S. 

24-25) および~ 27 と~ 28の聞に挿入された 2つの注のうちの第1注 Erste

Anmerkung (S. 17-19)の異同についてみれば，第5節第3段と注とが第2版

で新しく附け加えられた部分である。本文については，表記法の違い(初版の

Manufaktur， Produkt， bei， Ger berei等が第2版では Manufactur，Product， 

bey， Gerberey等に変っている)，ゲシュベルトの仕方，数ヶ所の副次的語句

を除けば， Producent， Manufacturwaare， Pabrikwaare等の表現方法に変更

がみられるだけであり，文章そのものにはほとんど変更がない。

ところで本書は体系的な商業学 Handelswissenschaft，Handlungswissen. 

schaftの樹立を目指した著作であって，生産過程自体は著者の主要な関心の対

象ではない。しかし商業学体系の基点に商品学 Waarenlehreが据えられ，商

品分類の基準と Lてまず作業場の三範噂を設定するために，ファプリーク等の

概念規定が冒頭で行われるのである。それも作業場の概念規定をまず行い，そ

れに基いて商品を分類するというのではなくて，逆に生産過程における原料素

材の変化の仕方から作業場を間接的に分類するにとどまる。しかしこれとても

商品分類の基準としては不徹底であることから，視点は生産物の使用価値その

ものに移さざるをえず，生産過程は視野の外に消えるのである。とはいえ，著

者が作業場概念を直接的には規定していないことによって，かえってその理解

については当時の一般的用語法に従っているとみなすことができるわけである。

その限りにおいて，本書は19世紀初期の用語法の一例を，われわれに伝えて〈

れ Cいると評価 Eきるであろう。

さて 本書を史料として利用するにあたっては，次の諸点に留意する必要が

あろう。

第一に，著者は作業場をマヌファグトゥア，ファプリーグ，ラボラト リウ

/商品学等についてり文献一覧は貴重である.
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ムに三分類するのだが，この三者聞には生産力的発展段階の差を認めていず，

それぞれの産出物の原料の特主に着目して区分しているのであるから，使用価

値に重点を置いた作業場の類型区分にすぎない。しかしそれはそれなりに，歴

史分析にとってはきわめて重要な意味を持っていると考えられる。というのも，

使用価値視点は同時に産業構造分析の視点にもなりうるからである。歴史分析

にとっては，生産力の水準(工業化の程度〕と並んでその質(工業化の内容〉

も重要な関心事であるが，その生産力の質を規定するものは，産業構造の特徴

的な骨組にほかならない。 Manufaktur.Fabrik. M世l1e，Werk， Hutte等の

雑多な作業場概念は，それぞれを生んだ固有の業種・部門の痕跡をなにがしか

とどめているはずであり，これらが陶汰され，統一きれていく過程を分析する

ことは， ドイツにおけあ産業羊命が前提にした原蓄期の分業構造の特質を探り，

かつまた資本家的蓄積を実現する産業構造の展開の行方を見極める上で，無用

のことではないであろう。

第三に， ロイグスは機械と人手との違いを，作業場分類に関するかぎりほと

んど無視しているととである。人手と道具と機械は間ヒ機械的範購にスわられ，

理論トマニュファクチュアと工場とを区別する標識である機械導入の有無は，

分類基準としては採用きれていない。決定的に重要なのは，加工対象自体の生

産過程における反応であり，したがって生産過程が機歳出か化李白かというこ

とが何よりも重要な関心事となる。問題はそれが妥当であるか否かではなく，

なぜそのような関心が生まれたのかということであろうが，これまた当時の産

業構造に対する，同時代人の特殊な関心が投影しているとみられるのである。

一般に化学反応が一定の高温の持続を条件とするかぎり，化学的過程の検討に

際しては熱経済が，当時としてはとりわけ石炭消費が問題とならざるをえない

だろうから，化学的なるものへの社会的関心の増大は，一般に石炭関心の増大

に， したがって石炭鉱業の興隆に対応するともいえそうだからであるヘ

4) イクスの化学に封ずる強、、関心は，後述。ようにかれが薬味高のもとで徒弟辛公をし，独立
して薬種， 薬味， 植民地物産の卸売を手広く営んだζとにも影響されていよう。 艦にこ¢種
の商品の登場が 2 ドイヅにおける商業発展一般をいかに強力に推進したかは筆者がすでに指摘/
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第三に， 作業場については一応ご類型が設定されはしたものの， 生産(過

程〕それ自体を示す用語は，かれの叙述においても混乱している ζ とである。

加工あるいは製造を表す用語として. bereiten， zubereiten， bearbeiten， her 

vorbringen等が用いられているが， これらの用語法はかなり不統 であり，

たとえば機械的工程と化学的工程に対応させて使い分けているというわけでも

ない。したがって，それぞれに相異った訳語をあてることも，本書においては

あまり意味があることでもなかろう。ただ，もっとも頻用される語が bereiten

であることは， これが騎行 reitenの縁語であるだけにまことに興味深い"。

最後に，工業史分析にとり商業文献がもっ資料価値の問題が残る。一般にこ

の種の文献では流通過程が主たる関心の対象となり，生産過程は副次的にしか

扱われてし、ないことは確かである。しかし当時の商業 Handelの意味はきわめ

て広ししばしば経済も Lくは経営般 Wirtschaftを指す語として使われた

ととも忘れられてはならなし、。むしろわれわれの関心をそそるのは， ドイ、ソに

おいても18世紀頃から「商業」知識の体系化が，教科書，ハンドブック，辞典

等の著述，編纂の形で，実務体験を持つ人々によってさまざまに試みられてい

ることである。 19世紀末， 経済学 Volks wirtschaftslehreが国家学 Staats-

wissenschaftslehre から分化した過程に陸を接して， 経営学 Betriebswirt.

schaftslehreの自立化も始まるのであるが.18世紀以来の商業学の発展は，そ

、したと ζろであるが〈筆者稿「羊毛から綿へJ .経済論叢』第119巻，第3号20へージの注4白を
参照). 化学(工業)の発展(今日西ドイツの産業構造における化学工業の比重の大きさは周知
のζ とである〉にも強力な刺執を与えたことが考えられるとすhf:t，この業種目果した役割はま
ことに大といわなければならない。その一例を示す。前同論文の注34(15ベ ジ〉で紹介したド
ゥイスプルク市の Friedr.Curtiusは.c住民撮』で Fabrikin Vjtriol u. chemischen Prapa 
raten と表示されているが，ハーバの『化学工業史~ '"中でも「ニ ダ ラインで最初の硫酸
工場JとLて挙げられていることを，室蘭工業大学の水野五郎教授かb御教示いただし、た。1'0
イスプルクは Spezerei-u.Marterialhandlungと石炭輔送とのライン地方における一大拠点で
あったが1 ここで化学工業発生期む つの「草新」が行われたことは，きわめて興味漂いことで
ある。また接注目で挙げるエルパーフェルトQ)Karl Heyder白経営例も毒照せよー
5) bereitenは今日でも皮を標す意味に用いられるが， 同義語の gerbenが金属精錬をも意味す
ることに世乙怠皮羊製造と金属精髄とはその工程。特徴に高度の共通性を持つと認められていた
ようで，ロイクス自身第二範曙ファプリークの実例Jとしてまず皮革製造，ついで金属製造を挙げ
ている。，民を蝶す」ことが homofaoerに対して持つ意味は失業視しえないようである。
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の学説史的原蓄過程とみることもできるのである。そして国家学の前身たる官

房学 Kameralistikが，いわば「上からの」経済学であったとすれば，商業学

は「下からのJ経済学とでもいわれるべき性格のものであった。しかも ζの同

業学は， ドイツ特有のあの伝統的職人制度と結びつきながら r商人」教育の

手引きという実践的目的を掲げていたため，一定の実学的・技術学的性格をお

のずから備えていたことも見落せなし、。それだけ，経済界の実態を反映する度

合もまた強くなる Eいうものである。この意味で商業学文献は，ほぼ同じ頃よ

りドイツ各地で活設に編纂され始めた，聖書しい地誌 Topographieの類ととも

に，工業史・産業史研究にとってきわめて大きな資料的何倍全持つといえるの

である。

な台本書の著者ロイクスについては，初版の復刻版に附せられたザイフェル

トの手になる小伝によって，知ることができるべ

それによると， ロイグスは1763年 7月2日 Ansbach近郊の Bechhofenで

生まれ， 1836年12月19日に 74歳で没した。 かれは 1774年， 11歳の時薬味商

Spezereihandlungを営むユ手ルンベノレクの親類のもとに徒弟として住みこみ，

以後8年間の徒弟期間中に，寸暇を惜しんで読書と勉学に励み，並の学士以上

の学識を身につけたという。自然科学では，当時なお生成期にあった化学にと

りわけ関心を示したというのも興味深い。 1782年に徒弟期間終了後， ドイツ

各地， ネーデルラント， フランスを遍歴し， ニュノレンベノレグに戻ると1784年

から1791年まで薬種商 Drogen-undApothekerwarenhandlungりもとで職人

Angestel1ter とLて勤めたが， この間とくに商業学の研鏡に励み 1791年に

は最初心著述にして， 後年の『商業の体系』の原型といわれる Allgemeine

Darstellung der Handlungswissenschaftを刊行したu 同年独立してニ旦ル

6) Syst町π4包sHandels von Johann Michael Leuchs， Faksimihdruck der 1; Auflage von 
1804. Mit einer Einleitung: Johann Michael Le皿hs.Als Hanclel阿国叫，schaftlerv叩

Rudolf Seyffert in: R. Seyffert (Hrsg.)， QueUen und Studien zur Geschichte der 
Betriebs四 "rtsch可'uleh問， Stuttgart 1933. Einleitung， 1. Lebenslauf des Johann Michael 
Leuchs (S. V -XV) 
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Yベノレクに植民地物産卸売 Grosshandlungin Material-und Kolonialwaren 

を開業， 1794年には出版事業に手を拡げ.Allgemeine Handlungs-Zeitungを

発刊し， さらに1795年には商業学校 Handlungsakademieを開設するにいた

った。 1807年のある人名録によれば，かれの経営内容は Drogerie;Material-

waren en gros (Materiallisten) ; Spezereien en gros; Kommissionare und 

Spediteure; Wechselhandel (Bankiers)とされ，さらに 時はタバコ製造を

も手がけたほどの多角経営ぷりであった。事業経営，学術研究そして実践教育

を同時にやッてのけたロイクスに，われわれは遣しい商人型知識人一一ドイツ

には少からず見出される の典型を見ることができるのである。しかし，宇

がて経営を息子に任せ， 1804年から]826年までは学問的著述に専念した。その

最大の仕事が， 18日4年に初版刊行以来， 没後に至るまで4版を重ねた主著，

System des Handelsであった。これは自らの出版部から発行したのだが，第3

版までで4500部を売ったと言う。ザイフェルトは， 1676年の JacquesSavary， 

Le Parfait Negociant (1675年〉の独訳 VollkommenerKauff-und Handels-

mann， 1752年の CarlGunther Ludovici， ErofJnete Akademie der Kaufleute 

および1804年の Leuchs，System des Hand，旨lsの三著を，経営学史の「体系的

商業学の時期JPeriode der systematischen Handlungswissenschaftにお

ける最重要文献としているが，とりわけ本書を学術的価値のもっとも高いもの

と評価している九

なお翻訳に当っては，ゲシュベルト部分はゴチックに，また原語を附加する

場合には，訳語部分に下線を施した。

7) Ibid.， S. III -V 

11翻訳

序文

3 1 略

3 2 
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ただ肉体的欲求だけが，ここではわれわれの考察の対象になる。これに関ら

なければならない陪層 Standをわれわれは次の三階級 Klasseに分けること

ができる 塵型生産堕卑 hervorbringende，製造堕鍾 bere出 nde，金里堕墾

vertheilende 

~ 3 

原料生産階級には，自然産出盈 Productを璽壁 ab gewinnen L，あるいは

墾lIXsammeln L. それを主担二crohのままか多少且王 verandernした状

態に置くような人々を指す。杢理主産茎 Landwirthschaft回という語で(査

喧産茎 Stadtwirtschaft9) と対置して〕理解されるあらゆる監差 Bescha[ ti. 

gungはこれに属する。たとえば塾生基差 Landbau，監査 Viehzucht，逸主主

Fischerey，鉱主主Bergbau1引等。自然産山物の獲得に従事する人々は，かくて

他の階層と対比して屋並土童童 Hcrvorbringer(Producent)山と呼ぶこと

にしたい。

~ 4 

製造階級には， 塵盟主産動 rohes Erzeugnis を製造・担I bearbeiten， 

verarbeiten. zubereiten， zusammensetzenして山さまざまな目的に供きれ

るようにするすべての人々が含まれる。手工業 Handwerk，マヌファクトクア，

ファプリーク，工芸 Kunsteはこれに属する。 この階級に対しては， 第一の

階級に対してと同様，統一的な呼称がない'"'。そこで，この部門に従事する人

的初版では， Land品岨Offile。農業という訳語をあてなL、理由については注目を参照。
9) 初版では， Stadtokonomieo 直訳すれば都市経済であるが，ここでは産業部門，業種，暗暗量が
問題にされてしる町であるから，内容的には製造階紐E分配階紐去が損事するものを指す語と解
して，商工業と訳すζとも可能であろう。
10) 現在， 鉱業は工業と一一括されて Industrieの範障に入れられ Agrikultur.L皿 d、.virtschaft
とは明確に区別される。しかし19世紀の初期には，農業と同 町範噂にいれられた例がこ ζで示
されていることは興昨揮い。したがっ cLand wirtill;chaf lも是広義に解すべきで，農業という
訳語をあてるのは，ここでは不適当であろう。
11) 初版では Hervorbringerという語がなし ただ PW山 centになっている. なお hervor-
brin酔 nに生産一般ではなし原料生産臼ド製造的生産〉に重点を置いた語意を与えるとすれば，
後出の商品分類の際に，生産財を Waar四 zurHervorbringungとするりは適当な用語法とは
いえないだろう(~ 34). 



!o (320) 第119巻第6号

々を製造業者 Bearbeiter，加工業者 Stoffbereiterと呼び，この職業 Geschaft

自体を原料加工 Stoffbereitungと呼ぶことにしたい。

S 5 

最後に第三の階級，分配階級は，生産宣 Erz四 gnis14)の交換， 不足と過剰

の調整と是l[， 商品の分配に従事する人々から成る。かれらは商人 Handels~

leuteと呼ばれ，その堕差 Geschaftは璽墾 Handel と呼ばれる。

血ム堕星 Handelstandl~) はそれゆえ生産12 Erzeugnisの分配に従事する。

それは一地域の生産惣 Productの過剰を除去し， 同時に他地域の不足を埋め

る。このことによってそれは，異る諸地域，諸国家，諸民族聞の室盈Verkeht

の仲介者， 工業 Ge代iVerbefleis16)や貨幣流通の推進者となり， 貨幣制度の整

備1りのための，また労働'"の均等な配分のための丘i&Staatsleitungの手段

にきえなる。

古人は全堕畳 Standを三隆盛 Klasseに出，塑量堕璽 Lehrstand，重ム堕

麿Wehrstand，生壁堕里 Nahrstandに分けた。ただ国家の金に頼って生活し

1め この関係己主は第2版では， welche d肥 rohenErzeugni日e であるが，初版で比 die die 
rohen Prodll.kte となっている。

1め 第三階級，すなわち商人については Handelsleuteという呼称が確立しているのに対Lて，第
一，第二j階級に対してはその呼称が確立していないことは，そのまま生産概企がまだ成熟してい

ない苧 Fを示ず。そオつは産業構造が硫静的であるととの反疎でもあλうが，むしろ興味深いのは，

生産慨まに先駆けて流通概意が成熟していたことであるB もちろん産業資本 (IndustrieJlesKa 

pitalはドイツ語の本来の意味においては， むしろ土主資本と訳すべきであろう〉の萱場に商人

資球が先立つことは，経済史¢常識ではあるが，工業生産一般の概念が，産業資本の確立をもっ

てはじめて成熟したかにみえることが閲bをひくのである。ム業 Industrieなるものの本質を，
したがって社会の工業化 Industrialisierungというこ乏の意味を，さらには工業人}羽田ofaber 

なるものの歴史的意義を把握する上t 留意されるべきことではあろう.
なお IndustrieQ)用語法については稿をあらためて論じたい.

14) 初版では， Produkt， 

1') にの帯5節の第2段は，初版と第刃版とで表現の違いが目立つ“第l文節は初版では， ，商人

階層の業務は，それゆえ生産物 Produktの分配にある」という表現になっている@

16) 初版では， Gewerbeseiβ が Illdut;tr児 Gewerbefleisは lndu:strieより古し、用語でゐるιも

かかわらず，第2版でなぜ盛者を前者に置き変えたのか，興味深いことではある。とまれ，商業

によって工業が振興するという理U解が，ここで目白に草されていることが留意さ札るべきである。

1η 第2版では， Anordnung des Geldwesensカむ初版では， Regulirung des Geld、wesens巴
18) 第2版では， V剖 heilungder Arbeitenが，初版では， Vertheilung des Ge項目h:flei日目。

19) 以下の段は第2版で新し〈附け加えられた部分【
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ているような国家の査金主 Kostganger (圭金生直孟 Rentenierer，fU王主主主

賓 Re出 ner，~型宣 Kapitalist20 )) は元来国家の不自然な構成員であり，この

分類には含まれていない。われわれがここで問題にするのは生産階級だけであ

り，これをさらに三群に分類したのである。

~ 6以下中略

商品学

~ 18 

特別の交換手段，あるいは本来の意味における商品は，序文で明らかにされ

たように， 未加工品 rohおよび加工品 bereitetに分りられる。 そして前者

はさらにその起源によって，植物性・動物性・鉱物性商品に分けられる。植物

界は根，木材， く桂皮のような〉白太， (キナ皮のような〉樹皮，苧本，花，

(穀物，コーヒー豆のような〉種子，樹脂，ゴム等を提供する。また動物界か

らは，毛皮，陥， (象牙等のような〉歯牙，角，羊毛，獣毛，獣脂等が得られ

る。同様に鉱物界からは，鉱石，金属，石材，士， (親王白，硫黄，鉱性ターん

のような〕三三三ヱごと上 Erdharze，塩等を得る。

告19

担主主込左車品 zubereiteteWaareはその塑造 verfertigetwerdenのた

めに使われる茎主主 Stoffによって分類されたり， ~p王左E主 Zubereitung 自体

によって分類されたりする。後の場合には"九商品は竺>'.7工生上竺竺製品

Manufacturwaareと777'IJ三立製品 Fabrikwaareとに分けられ， 前者の

製造場は，マヌ7アウト η7，後者のそれは77ブリーウと呼ばれる。この両

者に与えられる概念規定はきわめて多義的である。

ファブリークとマヌファグトゥアという語で，時には製造業に従事する童墜

20) ここで Kapitalistが国家の寄食者， すなわち不生産的階層とし C把えら九 生産的階績に属
する商人階層と陸別されているのは興味深い。この場合， K叩 italistは貨幣資木家，たとえば個
人金融業者等を指すとは思われず，ロイクスのd伝で触れたように，かれ自身向替商をも営み，
輯行家 E刊 kiPT之も呼ばれていたので，との Kapitalistには単なる貨幣資本家とは別の意味が
こめられていたと理解すべきであろう。高利貸は仮訳であるロ
21) 第 2版では， In der lctztcn BeziehlJngが初版では.Nach der 
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層 zubereitendeKlassenの構成原理と経営原理 Verfassungs-undLeitungs-

grundsatze (主茎盗室 Gewerbsleitung) だけが意味される'2'。 時にはこの

語によって，未加工品あるいは自然産出物に対する1m王且 bereitetesProduct 

が意味される勾30 時には謹盤 Zurustungの規模と，ーつの目的のために共通

の指揮の下で結合されたさまざまな盤重 Arbeitの数が重視され，前者はこれ

により手工業から区別される2<' 時にはこの語によって， 一つの物を製造士

亙 Her刊 rbringungための相異る作業の企劃 Vertheilungあるいは坦坦{t

Ver臼:nzelungが意味される'"。時には両者は部分的にこの後の意味で制使わ

れるが， とりわけ加工方法あるいは加工手段 Artoder das Hulfsmittel der 

Bearbcitungに注目される。

この最後にあげた，そしてもっともよ〈使われる ge川 ohnlicht:lt恵味におい

ては，，' ファプリーグとは商品が火 Feuer，鎚 Hammer等によって加工され

る zubereitet作業場のことであるuそ Lてマヌファグトヲアとは，加工 Zu-

bereitun唱が労働者の手あ呂いは機械 Maschiner、によって行われる作業場の

22) ζれだけでは VerfassungsgrundsatzeとLeitungsgnmdsatzeとD正確な意味は確定できな
いが，前者は製造業階層が構成よる産業部門〈したがって工業)， 後者はその経営形態を指すも

Pととってよいであろう.とまれここでは，ファブリ グもマヌプアク!ワアも，工業経営一般
という概念に一括されている g

23) マヌファクトゥアが士業製品を表す例は少くないが，ファプリ クもまた製品慨意でありうる

ことを指摘した例は，筆者には初見である。
24) ここでもマヌファクトゥアとファプリークとが腔骨形態左して同一視され，とりわけ大規模な

固定資本の投下ということによって，ともに手工業から区別されていると読みとることができる。

しかし第の特徴である dieMenge der ve四chiedenen，unter serncinschnftlicher Leitung 
zu Einem Zwecke zusammen verbundenen Arb白色en(初版では Einemはゲシュベノレトに
なってしなしっとは，分業に基く協業，すなわち集中作業場での作業場内分業を指「のか，外業

部的ないしは，問屋制家内工業予J分業，すなわち広義の経営内分業を指すのかは定かでない。

2G) この場合も両者は同 範曙にいれられーいるとみてよい回しかし「相異る作業の分割あるいは

個別化」とは，具体的には作業場内分業あるいは問量制的分業りいずれを指す白か，あるいは両

者を同時に指すのかは定かではない。 Einemは，初版ではゲシュへノレトではない。
26) 盛り意味でJin den letzten Bedeutungenは複数形であるから，以上あげた四つの用語法
むうち，分業形態を問題にした桂二者の意味で，と解してよいだろう。

27) マヌファクトウア，ファプリーク白用語棋をロイクスは5例挙げたわけだが そのうちの4倒

では，両者の相違は問題にならず，主番目の用語法においてのみ，しかもそれがもっとも 般的

なそれであると明言した上主両者の区別が問題にされるのである。
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ことである'"。

~ 20 

加工商品 zubereiteteWaareのこのような分類はきわめて不正確なもので

あり， たとえその製品 Productが商業の対象とはならないすべての製造茎主

Bereiter，つまり本来の手工業者仰がこれから排除されるのは当然だとしても，

すべての加工商品 bereitete Waareをこれをもって把握することはできない

ので，そこで 層正確で 層完全な分類を試みてみたい。たとえそれが今すぐ

にも利用できるものではないにしてもo この場合，加工 Bereitungに際して

の建物 Anstalt.経営 Leitung，作業手段 HulfsqueI1eにではなく，加工の際

の重型空亙EfiVe巾 1ten des Stoffesに注目したい。そこで広義のすべての製

造盈 Kunstproductを三群に分類する。つまり墾埜喧 mechanisch(マヌ7ア

クトゥア製品〉・盤埜旦-{t望的 mechanisch-chemisch(ファブリーケ製品〉・

生竺旦型品 chcmischcWaareにである制。

~ 21 

I 機械的製品， マヌフアウトウア製品(これの作業場はマヌウァウ卜ゥ

7) ~t)とは， とれの担王 Bereltungの際に，労働者の圭 Handあるいは盤盈

2町 すでに前掲筆者稿で紹介したように.183匠手代刊行の他の費料の説明もこれとほぼ一致する.

これによれば，ファプリーパL ①咋業場，①大盟模経営，を意味するが，とくにマヌファクト
ウアの対語として，③「とりわけ鉱物から型品が， しかも火と鎚によコて魁造きれ verarbeit叫

担玉主主主 zubereitetwerden作業場を意味する」。これに対しマヌファグトワアは，(j)作業場，

③製品，を意味する治主前者は l商品が主生重差唾孟Handarbeiterによって，あるいはそのよ

うな労働者の手で動かされる機械によって製造主れ verfertiget.W!主主主呈 zubereitetwerd間

作業場」をいい，後者について「一般にはその製造主主主 Verfertigung und Hervorbringung 

の際に， 髄も火も使わない製品を意味する」と。 AlbertFranz ]ocher， Die H.仰 delsschule

Real==Encyk{，噌adieder H，ω1dels削 ssenschaft朗， Q四 dlinburgund Leipzig， Bd. 1， 1833， 
S. 135-136， 156 

29) 本来の手工業者の製品は「商業り対象にはならないJnicht in den Hanclel komm固とし、う
理解のうちに，逆に商業と結びつくマヌファクトクアや工場が一定の市場規模を前提としたもの

であることが，したがって市場構造が概士構成にとって不可欠D要素であることが暗示されてい
る。
::10) 初版では ゲジプベルトになってはいるもの白z ただ ManufaktリTwaaTen，Fahl'ikwaaren 

Chemische Waarenとあるだけである。
31) 初版では， Manufakturwaarenとあるだけである。
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Maschine と道具 Werkzeug とがすべてのことを， あるいは少くともたいて

いのことを行わざるをえないものをいい，その際素材はほぼ元全に受身に lei.

dend回る"'らこの加工 Bereitungに際しては，それゆえすべてが化学的にで

なく，むしろ機械的に行われる。この群に属するのは，たとえばすべての木材

は加工 Holzbereitung(筒製造，箱製造，製材，龍製造，彫刻，ろくろ細工〕削，

盤盈製造 Gewebebereitung(紡糸，織布，編物アベさらにすへてのミューレ

(撞塁塁 Stosmuhle，塑盤主星 Mahlmuhle，搾泊のような圧搾場 Preswerk)S5).

銅版彫刻等である。 このような加工方式 Zubereitungsartによって得られる

すべての製造品 Produktは， この分類によると'"マヌファタ卜ゥア製品と呼

tますしるべきものである。

~ 22 

E 機械的・化学的商品あるいはファブリーヲ製品〈この作業場はファブリ

ーケ)87>とは， その生産 Hervorbringungのために素材の力と労働者とが等

しく寄与するもの，それゆえ同時に化学的."かっ機械的に作用するものである。

この種のものを提供する心は，亙主担I Gerberey，金星~n工 Meta11bereitung， 

ガラス・タバコ製造 Glas-undTabaksbereitungen.捺染等である。

~ 23 

E 化学的製品〔これの製造場はうボラトーリウム Laboratorium)日〉とは，

32) 原士 wobeysich der Sto質問rhaltnisweiseganz leidend verhaltは，前出 lIandelsschule
りマヌファクトウァア由説明，'wobei sich also die Sto旺eganz leidend verhaltenとほとんど
一致するのが注目に値いする，なお前出筆者稿では，この文を「素材が徹底的に変形される」と
仮京しておし、たが，これは適訳とはいえず， i素材が宕全に萱身に回る」とし、う訳に訂正する.
33) 初版ではI Dr山 hslel'eyの桂に u.s. w が続く。
34) 初版では， Stricken由佳にロ s.W.が続〈。
35) 初版では， als Oelschlagenの後に u.s. wーが続く。
36) nach dieser Ein由eilungが，初腹ではI nach unserer Kla日ifikation
37) 初版では，ただ Fabrikwaarenとだけある。
38) 初版では，ケ会シュベルトになっていない副
39) Laboratoriumは，今日自然科学分野田研究室や実験室を指すが，元来医学用語として16世紀
に生まれた言葉でありくDerGrose Duden 7， Etymologie， Mannheim 1963， S. 382).ヲテ
ン語の lahorare(arbeiten)に由来する。当時，化学製品の製造場が，実際にラボラトーリウム
と'i'ばれた例はないわけではない巴たとえば1834年"， Cフインヲントベストファーνノ公認住/
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その製造 Hervorbringungのために素材の性質あるいは力がすべてを行い，

労働者はそれをただ適当に組合せることだけができるようなものをいう。これ

に属するものとしては. あらゆる塗藍玉拳 Gahrungsbereitung(蒸溜， ビ

ール醸造， 焼酎蒸溜， 製酢等)， 染色， あらゆる結品工業あるいは塩類製造

Kry阿s引ta叫alIisa吋t吐;0叩工n0吋de町rS臼剖a叫lzぬbe町re山 n暗g(哩塁墜竺」些造 PO凶tt出a田8ch闇enSl目ederey，硫

窒製造s臼alpe酎ter目81阻ed白er児ey，塑墾製造 Alaunsiederey，製盤 Zuckersiederey).
石鹸製造 Seifensieden等である。

この分類によっても厳密な区別を行うことができないことは確かである。し

かし自然というものはいかなる区別や分類をも持つてはいない。われわれが自

分の知識を容易に概括できるように，この分類なるものを行うのである。

~ 24 

末加工商品をその由来にしたがって動物性，植物性，鉱物性会"'に分類するこ

とは(~ 18)，博物学 Naturgeschichteにとっても旧来の商品学 Waat-enkun-

dc叫にとっても有効である。同様に加工商品 zuber日 teteWaareをマヌフ

ァグトクア製品， ファプリーク製品， 化学製品とに分類することは，技術学

Technologieにとってとりわけ利用価値が大であろう。しかしわれわれの目的

にとっては，すなわち直品主 Waarenlehreの確守のためには，両分類とも無

用であるのだから新しい分類方法を考え出きなければならない。

~ 25以下中略

注 142)

、民録』ではエルバーフヱルトの KarlHeyder経嘗が Material-u.Farbwaarenhandlung u 

Chemisches Laboratoriumと茸訴されている o Ruttger Bruning/Goswin KrackruggeCH田'g.)，
Offizielles A止出 Buchfur RheinZand二WestphalenZU'明日rtheilar.加 erK:.叩 nken，El 
berfeld 1834. S. 73ノ、ィダーが化学製品生産と Materialwaarenの卸売業乏を兼営していると
とり意義については，注4を参照。なお英語圏では，製薬会社が時に laboratoriesと称する。
40) 初版では，ゲ:;..''"-八ルトになフていない。
41) a 26に第2版で附した註にいう 「従来Waarenlehreの名によって提供されてきたものは，
われわれの理解によれば， 単なる W出 n:nkullJヒ，すなわち商品の特噛と性置の記述にすぎな
し九JS. 16 
42) 第2版で附け加えられた部分である。
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われわれは茎笠坦壬 Stoffbereitungのための作業場をマヌフアウトウア，

ヲァブリーウ，ラポラ卜ーリウムに分類し， その製品 Productをマヌファウ

卜ゥア製品， 7ァブリーク製品，化学製品と呼んだ。この三者聞の基本的相違

は，加工 Bearbeitungの際の素材の反応に求められた。

われわれの分類によると，マヌ7アウトウ 7製品とはその製造Hervorbrin

gungのために単に機械的作用が必要とされるもの， あるいはその製造のため

にただ機械的に作用する諸力だけが使われるものをし、う。

ある力が機械的であるとは，それがただ外面の形態と量とを通して，可視的

運動(衝撃 Stos，庄縮 Druck等〕によって作用する場合のことをし寸。

そこで，重三 Sagen，藍主 Feilen，盈主 Stos，壁土 Oelpressen，室三

Kupferstechen，五i三JJI1IDrechselnは機械的作用である。 とし、うのは，

室主 Tnstrument中盤盟 Maschineは， もっぱら圧縮や衝撃によってその機

能を果すからである。これに対して化学的とは，ある作用が形態や可視的運動

(衝撃，圧縮等〉によってではなく， 素材の企里 Beschaffenheitによって，

その本質と固有の力によって生み出される hervorgebrachtwerdenものをい

つo

たとえばあらゆる盤量生旦 Krystallisationは3 塩分子相互間の固有の吸引

力によって生ずる。また染色は染料の生地に対する親和性(盟主 Anziehung)

によって行われる。同様に墾貿 Destillationは， 揮発性部分が塾茎 Warme-

sto百と比較的容易に結びついて気化 Dampfen(Luftformigkeit) じ易いとL、

うことによってひき起される。 さらに立翌三塁主主 Fritte(藍互 Kiesel，杢ER

Pottascbe (カリウム)， ソーダ(ナトリウム塩 Natron)は，加熱されて結合

L，ガラスとなる。 ζれら Fベ亡の ζ とは素材自身の力によって起きるのであ

る。

以上のことから， 担主直品 bereiteteWaareを素材の反応によって分ける

われわれのやり方も，今や理解してもらえるであろう。

マヌフアウトウ 7においては，ぞれゆえ機械 Maschine，器具 Instrument， 
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労働者が素材に働きかける。それらはただ外国的，可視的動きによってのみ，

それゆえ機械的にのみ作用できるのである。その際素材は受身である。 (g21) 

ラポラトーリウムにおいては，機械も器具も人間も素材に作用を及ぼさない。

素材が自己の力によってすべてを行う。労働者は素材を一緒に揃えるだけであ

り，機械と器具とは素材の自己変化を任意に制御できるだけである。

77ブリークは一つの目的のための両者の(マヌファクトゥアとヲポヲトー

リウムとの，機械的力と化学的力との〕結合である400

そこでたとえば，産主担工 Lederbereitungでは醗酵〈化学作用〉によって

体毛が分離し，機械的手段によって除去される。ついで収数剤によって一方で

は原皮を腐敗から防ぎ， 他方ではその繊維を収数させ(両方共化学的作用)，

ついで益主堕上 Walken(機械的〕に上って，収数剤が一層浸透しやすいよう

にする。

われわれの分類は同時にまた，竺)1.77'7上'77主 Manufacturist，ファブ

旦-'7主Fabrikant，ヲポラトーリウム主 Laborantが(商人としてではな〈

技術家 Kunstlerとして〕持たなければならぬ知識をも指し示す。

すなわちマヌファクトヮリストには， 機械的知識， あるいは機械体系 Ma-

schinenwesen の知識が必要である。 ラポラン卜には化学的知識， あるいは

単一および合成素材の性質 Natur der einfachen und zusammensetzten 

Stoffeについての，その単体および合成体での作用についての，その分解と結

43) ζ 乙にファプリ クカ哨Bの用語を抑えて，一般性を獲得する可能性が示されている。というり
も，すべて由工程ま比重の相遣はあっても機械的 ftc学的押用白両両を具えており，少〈ともす
べて自製晴業の菜種は，機械的工程と化学由工程との組合せから成るということができるからで
ある.そしてファプリ クが，火(化学的作用の象徴〉と鎚〔機械的作用のそれ〉とを用いるこ

とに本来の特色を持っとすれば，このフアプリ クがマヌファクトウアやラボラト リウムに優
る一世性を持ちうることは，容易に予怨されると ζろである。乙の点について，筆者は前出論文
で次回ように考察した。すなわち rManufakt百の場合は手作業¢側面が強調されるため，機械
が手労働的熟練に代わった時点においても，手の延長としての作業機D生産過程における機能白

具体性から関bをそらすことがかえって困難であったでゐろう. これに反l" Fabrikは
「火の使用J 加熱装置の意義が前面に出て〈るため，これに逆比訓して手午業の意義が後退し，
比較的容易虻「大量生産」という抽象的量的規定性を獲得しやすしし汗がって大損模経常の

意味もより明確に持つことができたからであろう」と(前掲論文， 57ベ ジ〕。 手の使用は商品

の使用価憧的侍珠性への関心を残しやすく，逆に火の使用はそれを弱める可能性があるとして/
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合についての知識が必要である。

最後にファブリカントは，化学的かっ機械的知識を同時に持ち合わせなけれ

ばーならない。

この結論は，茎亙!mI場 Stoffbereitung祖国taltについてのわれわれの見解

が，し、かに有用でありかつまた正当であるかということを証明するものである。

というのも， ζの把握からただちに学問的要請が生まれるからである。

注2以下中略

il 34 

生産宣 Waaren zur Hervorbringung 

何らかの営業に必要とされる物叫(道主Handwerkszeug，査基 Instrument. 

機械 Maschine)は労働を軽減し，その速度官速め，あるいはそれをそもそも

可能にするという目的を持つ。このような物に対する主な要請は次のことくで

ある.

1) 力の節約叫，それゆえ使用に際して軽量で便利なもの。

2) 時間の節約制，それゆえ高速性。

3) 空間の節約則。

4) 作用の規則性と均等性。

5) 一般的合目的性・つまり果さなければならないことを，実際にかつ完全

、把え，したがって火を使用するファプリークの方が，価値生産申場としての一般性も獲得しやす

いだろうと考えたわけである。よれに対し，ロイグスによればアアブμークは辛と止とを同時に

使用するために綜合的な性格を持ち.したがって一般住を獲得しやすレことが暗示されているの
である。かれの立場からは，筆者の理U解からすればロイグ只のいうラボラトーリウムが一層一般

性を獲得しやすいはずではないか，との批判も成り立つであろう.もちろん工場慨志の成需品且程

には，非技術的諸要因も複雑に働〈はずであるから，前稿における筆者の考えをただちに笹正す

る必要は認hないが，この問題に関してはなお検討D余地が大き〈残されているととだけは確認

しておきたい.

44) ロイクヌ、は，商品学の確立むためにより合豆由ヲな商品分類を行わなければならないとして，①

貴品目白、時aren.@衣類 Waarenzur. Bekle祖国g，岳耐久抽費財 Gemachlichkeitswaaren④
生産財 Wa世田 zurHervorbringung (J;) 4分類を提唱する.このうち生産財に関する第34節を
訳出するが，ここで重要なζ とは，道具，器具.機械の聞に本質的な相違を認めていないことで
ある。 ζれは入手と機械との間に差を設けなかっTこかれのマヌファクトクア概念と対応する。

45) Ersparung an Kraft等が.初版では.Ersparung deτKraft等白
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に果すこと。

6) 耐久性，そして最後に，

7) 副次的なことではあるが形の良さ。

いかなる器具，いかなる機械等もこの上なく簡便で，最小のカで，もっとも

短時間に，この上なく確実に，その完全な作用を生み出さなければならない4630

このことから機械，器具類の価値と等級の相違が生ずるのである。

~ 35以下略

46) ロイグメは，生産財として道具と機械との聞に本質的相違を認めていなかったと同様に，機械

と装置との聞にも本質的相違を認めていなかったようである。注1で述べられているように，マ

ヌフアグトゥリストに要請されるのは労働手段についての機耐拘知識であるが，ラボラントに豊

請されるのは労働対象について¢じ学的知識である。ラボヲ iーリウムにおける装置の独自な重

要性を指摘しなかったのは，かれにしては手落ちの感を免れないが，こ二れはおそらく化学工業の

初期においてき持働手段について求められた知識は，市槽や反応某申耐熱性や耐酸性についてのそ

れである以上に，部品相互問。機械的機帰連関についてのそれであったことを物語るも日であろ

う。


